
 内閣総理大臣     岸田 文雄 殿 

 経済再生担当大臣   新藤 義孝 殿 

 

岸田首相による靖国神社への真榊奉納と閣僚の参拝に抗議する  

 

靖国神社の春季例大祭にあたり、岸田文雄首相は「内閣総理大臣」の肩書で靖国神社に

真榊を奉納し、現役閣僚の新藤義孝経済再生担当大臣が参拝した。 

靖国神社は日本軍国主義のアジア太平洋への侵略戦争に国民を動員する役割をはたし、

侵略戦争の遂行した責任者であるＡ級戦犯を合祀し、今もなお侵略戦争を美化・正当化し

宣伝する施設となっている。この靖国神社への供物の奉納や参拝は、政教分離を定めた憲

法に違反する行為であり、国際社会が共有する歴史認識に真っ向から対立する誤った歴史

観を日本政府が抱いていることを内外に示す行為となっている。 

今年 1 月に陸上自衛隊の幕僚副長と自衛隊員数十人が靖国神社を集団参拝し、さらには

海上自衛隊が遠洋練習航海へ出発する度に集団参拝を繰り返していたことが明らかとなっ

たが、この旧日本軍を彷彿とさせるような自衛隊による靖国神社参拝は、春秋の例大祭と

8 月の終戦記念日の度に繰り返されている首相による靖国神社への供物の奉納と閣僚や国

会議員による参拝が発する誤ったメッセージを受けての結果であると断ぜざるを得ない。 

日本中国友好協会は、侵略戦争の美化・正当化と宣伝につながる靖国神社への真榊の奉

納と参拝に繰り返し強く抗議するとともに、国際社会が共有する歴史認識を重視し、日中

両国が公約した日中平和友好条約の精神のもとに、歴史の過ちに真摯に向き合い、アジア

と世界の平和と安定のために平和国家としての役割を果たすことを日本政府に強く求める

ものである。 
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